
第17回
M A S セ ミ ナー

「癒され元気になる建築・

　街とは何か？」

日時：2014/12/13（土)
講演：14：00～16：00 

地表に近いものほど人の生態になじむ、とい

う説を聞いたことがあります。建築素材で言

えば土や木や水や空気・・・・・・。

幾十万年、幾百万年の長い間、人類はそう言っ

た地表の諸物と共に暮らしてきました。

結果、私たちの体には長年のあいだにそういっ

たものになじむ遺伝子情報が組み込まれて来

たと考えるのが自然ではないでしょうか。

建築素材に限らず、街並みの景観や色相につ

いても同じように自然界にあるものを受け入

れ易く感じます。照明であれば自然光に近い

電磁波スペクトルをもつ白熱灯の方が蛍光灯

より眼にやさしく演色性も優れていることを

実感します。

癒されるということは長年に亘り培われたそ

のような遺伝子情報に逆らわない、というこ

となのでは？　なんだか文明（科学）が文化

（心・体）を駆逐してき

ているように思いま

す・・・・

イギリスの「マギーズセンター」は、1993 年

造園家のマギー・ジェンクス夫人が自らのガン

闘病のつらい経験から、病院の外に患者が安心

して受け入れられる場所が必要だと考えまし

た。1996 年、夫のチャールズ・ジェンクス氏

が彼女の遺志を継ぎセンターを実現しました。

今では世界各地に広がり、東京でもプロジェク

トが始まっています。患者さんがいつでも立ち

寄って相談ができる場所、みんなの「家」のよ

うな建築ですが、建築家がボランティアで設計

した、個性的で美しいデザインの建築が特徴で

す。人を癒す空間は、自然環境と一体になって、

美しくデザインされていることはとても大切だ

と思います。人がその場所にいるとほっとでき

る、癒される空間のデザインを実現することは

私の建築家としての夢です。


